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１．はじめに 

近年，ユビキタスネットワーク社会を実現するため

の有力な通信技術として，3.1-10.6 GHz の帯域を利

用する UWB 通信技術が注目されている[1]．UWB 

通信には，従来の狭帯域通信に比べて広い周波数

帯で動作可能なアンテナが必要とされる．さらに，そ

のアンテナ実装についても，UWB 通信で利用する

広い周波数帯域全体でアンテナの性能を確保する

必要があり，従来の狭帯域アンテナの実装と比べて

難易度が高い．例えば，電子機器への具体的な実

装を考えると，アンテナを電子機器の角部に配置し，

機器の筺体構造にあわせてアンテナ形状を折り曲げ

る必要があると考えられる． 

本稿では，過去に著者らが開発した UWB 用扇形

台形不平衡ダイポールアンテナ[2]を，厚さ t = 0.2 mm

の薄型プリント配線板で構成し，フレキシブル化した

ものを折り曲げた場合の基礎的な特性を検討する． 

２．提案するアンテナの構成 

図 1 は，本稿で折り曲げを検討する扇型台形不平

衡ダイポールアンテナの構成を示したものである．図

1 中の各パラメータは，扇形放射素子の半径 r = 16 

mm，台形放射素子の上底 a = 19 mm，下底 b = 20 

mm，高さ h = 23 mm，台形放射素子上底から扇形放

射素子下端までの距離 g = - 0.4 mm，台形放射素子

の上底部分には，ストリップ線路と並行に，インピー

ダンス整合を目的とした切り込み構造（切り込み深さ

hc = 1 mm，切り込み幅 wc = 3 mm）を設けている． 

プリント配線板には，厚さ t = 0.2 mm，比誘電率 εr 

= 2.6，誘電正接 tan δ = 0.001を用いる．このとき，特

性インピーダンスが 50 Ω のマイクロストリップ線路の

寸法は，ストリップ線路幅 w1 = 0.5 mm，グラウンド幅

w2 = 6 mmである．また，給電線路は，台形放射素子

の右端（x軸正側）から d = 4 mmの位置に配置する． 

図 2は，平面形状の扇形台形不平衡ダイポールア

ンテナを示したものである．図 3 は，本稿で検討する

z 軸を中心軸とする半径 R の円筒曲面に沿って，-y

方向へ折り曲げた構成のアンテナを示したものであ

る．図 4は，x軸を中心軸とする半径 Rの円筒曲面に

沿って，-y 方向へ折り曲げた構成のアンテナを示し

たものである．  

３．アンテナの VSWR 特性の検討 

図 5 は，図 3 に示す z 軸を中心軸とした折り曲げ
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について曲率半径 Rに対するVSWR特性，図 6は，

図 4 に示す x 軸を中心軸とした折り曲げについて曲

率半径 Rに対するVSWR特性の電磁界解析結果で

ある．参考のためにそれぞれの図には，平面形状の

アンテナの解析結果もあわせて載せる．電磁界解析

には， Transmission Line Matrix (TLM) 法 (CST 

AG. CST SUTDIO）を用いる．  

図 5から，z軸を中心軸とした曲率半径 R = 15 ~ 5 

mm 折り曲げにおいては，いずれも UWB 周波数帯

域を満たしており，折り曲げにおける VSWR 特性へ

の影響は小さいと考えられる． 

図6から，x軸を中心軸とした折り曲げに対しては，

折り曲げによる影響が大きく，曲率半径 R が小さくな

るにつれて特性の劣化が顕著に表れる． 

4．まとめ 

本稿では，フレキシブル化した扇形台形不平衡ダ

イポールアンテナについて，z軸および x軸を中心軸

として折り曲げたときの，円筒の曲率半径に対する

VSWR特性の検討を行った． 

その結果，z軸を中心軸とした折り曲げにおいては， 

UWB 周波数帯域を満たしており，折り曲げにおける

VSWR特性への影響は小さいことがわかった．x軸を

中心軸とした折り曲げに対しては，折り曲げによる影

響が大きく，曲率半径 Rが小さくなるにつれて特性の

劣化が顕著に表れることがわかった． 

以上から，x 軸を中心軸とした折り曲げの方が，z

軸を中心軸とした折り曲げよりも影響が大きいことが

わかった． 
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